職務経歴書
        

XXXX年X月X日現在         

氏名：○○　○○

－職務経歴　概略－
	期間
	所属
	勤務地

	199X年X月
	～
	200X年X月
	株式会社　○○○　　○○工場生産技術部
	千葉県

	200X年X月　
	～
	200X年X月
	同社　　　　　　△△工場生産技術部
	神奈川県

	
	
	
	現在に至る
	


－開発経歴－
19XX年X月～20XX年X月

■○○工場生産技術部
業務内容：液晶パネルの生産工程を担当
	開発期間
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	役割・規模

	19XX年X月

～

20XX年X月

（○年○ヶ月）
	液晶パネルの既存加工ラインにおける維持管理、保全
	・設備メンテナンス、保全
・工程改善、ライン変更
・加工方法の見直し、生産設備開発等による生産コスト低減
	メンバー/
プロジェクト要員8名

	20XX年X月

～

20XX年X月

（○年○ヶ月）
	新規製品に対応した工程計画、ライン立ち上げ
	・ライン計画、工程設計、仕様書作成
・設備仕様検討、試作機検証

・外注管理

・生産準備、生産設備導入

・ライン立ち上げ（月間生産○○万個）
	サブリーダー/

プロジェクト要員7名

※主担当としてほぼ一人で全工程を担当


20XX年X月～20XX年X月

■△△工場生産技術部

業務内容：液晶パネルの検査工程、修正工程を担当

	開発期間
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	役割・規模

	20XX年X月

～

20XX年X月

（○年○ヶ月）
	液晶パネルの検査工程・修正工程の設備トラブル低減
	・分断･検査・修正工程設備全般のトラブル対応、保全
・修正工程搬送装置の立ち上げ、生産導入
・検査工程･修正工程の見直し、コスト低減
※上記により、設備投資金額を削減（月間○○万円）
	チームリーダー/
プロジェクト要員10名


－得意分野－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－保有資格－

	19XX年X月
	第二種電気主任技術者

	20XX年X月
	

	
	


· 工程設計、改善
· 製造ライン立ち上げ、設備設計
－自己PR－

約○年間にわたり、生産ラインの立上げから保全、改善まで、一連の工程管理に携わりました。新製品に対応したラインの立上げでは、品質とスピードを両立させた工程設計を行い、工程指数○○○を実現。また工程の見直しによって生産コストを抑える視点を身につけ、月間○○万円ものコスト削減に貢献しました。

今後は、より高品質な製品をいかに低コストで量産するかといった観点から、生産技術職としてさらに技術を深めたいと考えています。
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